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７
月
６
日

、
藤
久
保
小
学

校
の
校
庭
で
は
、
い
つ
も
と
少

し
違
う
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
庭
の
中
央
に
横
断
歩
道
が

描
か
れ
、
信
号
機
が
設
置
さ
れ
、

警
察
の
方
や
、
町
の
職
員
の
方

が
集
ま
り
「
自
転
車
運
転
免
許

制
度
」
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
「
自
転
車
運
転
免
許
制
度
」
と

は
、
埼
玉
県
警
が
行
っ
て
い
る
自

転
車
の
安
全
運
転
マ
ナ
ー
習
得

の
た
め
の
制
度
の
こ
と
で
、
昨
年

ま
で
は
東
入
間
警
察
管
内
の
三

芳
町
、
富
士
見
市
、
ふ
じ
み
野
市

の
２
市
１
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
小
学

校
１
校
ず
つ
計
３
校
の
学
校
で

実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
町
で
は
中
学
校
に

進
学
後
、
自
転
車
通
学
を
す
る

児
童
が
多
い
上
富
小
学
校
の
４

年
生
を
対
象
に
、
こ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
内
に
は
交

通
量
が
多
い
道
路
が
あ
り
、

ま
た
、
町
議
員
さ
ん
か
ら

も
実
施
に
向
け
た
推
薦
を

受
け
、
本
年
度
よ
り
、
町

内
全
小
学
校
の
４
年
生
を

対
象
に
こ
の
制
度
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
訪
れ
た
藤
久
保
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
も
と

違
う
雰
囲
気
に
少
し
緊
張
し
な

が
ら
も
、
警
察
の
方
の
話
を

聞
い
た
り
、
実
技
試
験
や
ペ
ー

パ
ー
テ
ス
ト
に
取
り
組
ん
だ
り

し
て
い
ま
し
た
。

　

実
技
試
験
の
始
ま
る
前
に
は
、

「
で
き
る
か
な
…
」
「
君
な
ら

で
き
る
よ
！
」
と
、
子
ど
も
た

ち
同
士
で
励
ま
し
合
っ
て
い
る

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
て
の
試
験
が
終
わ
る
と

一
人
一
人
に
自
分
の
顔
写
真
入

り
の
自
転
車
運
転
免
許
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
と
て
も
誇
ら
し
い
も

の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
に
身
近
な
存
在

の
自
転
車
で
す
が
、
使

い
方
を
誤
る
と
ケ

ガ
を
し
た
り
、

場
合
に
よ
っ

て
は
ケ
ガ
を

さ
せ
て
し

ま
っ
た
り

す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
全
小
学
校

で
「
交
通
安
全
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

に
加
え
本
制
度
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全

意
識
を
さ
ら
に
高
め
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
自
転
車
の

乗
り
方
に
つ
い
て
、
あ
ら
た

め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
Z
学
校
教
育
課
H
５
２
３
）

　

三
富
新
田
開
拓
の
中
心
地
と

も
な
っ
た
、
地
蔵
林
に
位
置
す

る
木き

の
み
や

ノ
宮
地
蔵
堂
。
こ
の
地
は
、

地
蔵
街
道
や
江
戸
街
道
な
ど
が

分
岐
交
差
し
、
古
来
よ
り
武
蔵

野
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
信
仰

の
対
象
地
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

現
在
も
地
蔵
堂
の
裏
手
に
ひ
っ

そ
り
と
た
た
ず
む
奥
之
院
に
、

町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
、

古
風
な
丸ま

る
ぼ
り
ざ
ぞ
う

彫
坐
像
の
石

地
蔵
が
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
石
地
蔵

は
、
江
戸
時

代
初
期
の

寛
永
十
九

年
（
一
六
四

二
）
に
奉
納

さ
れ
た
も
の

で
、
入
間
東
部

地
区
に
残
る
石
地

蔵
の
中
で
は
最
古
の

も
の
で
す
。

　

背
面
に
は
「
時
寛
永
十
九
壬

午
天
雪
月
吉
日

奉
再
造
武　

入

東
郡
木
宮
地
蔵

菩
薩
大
権
現
像

寄
進
古
尾
谷
木

目
郷
杉
山
長
五

郎
為
二
世
安
楽

子
孫
繁
栄
也
」

と
記
さ
れ
、

寛
永
十
九
年
の

十
一
月
に
古
尾

谷
木き

の
め
ご
う

目
郷
（
現

川
越
市
木
野

目
）
の
杉
山
長

五
郎
な
る
人
物
が
、
現
世
利
益

と
子
孫
繁
栄
を
願
っ
て
再
建
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
木
野
目
の
杉
山
家
は
、

木
野
目
長
者
と
も
い
わ
れ
た
資

産
家
で
、
神
仏
に
対
す
る
寄
進

も
多
く
、
代
々
信
仰
心
の
厚
い

家
柄
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

「
武
蔵
野
木
ノ
宮
地
蔵
縁

起
」
に
よ
る
と
、
鎌
倉
時
代
、
二

階
堂
隠
岐
入
道
が
建
立
し
た
七

間
の
堂ど

う
う宇

が

寛
永
十
九
年

に
焼
失
し
た

と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、

こ
の
石
地
蔵

が
堂
宇
焼
失

直
後
に
奉
納

さ
れ
た
と
見
る
と
、
三
富
の
開
拓

（
元
禄
七
年
・
一
六
九
四
）
か
ら

遡
る
こ
と
五
〇
年
以
上
も
の
昔
、

荒
涼
と
し
た
武
蔵
野
の
原
に
祀

ら
れ
た
木
ノ
宮
地
蔵
は
、
す
で

に
人
々
の
厚
い
信
仰
を
集
め
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

八
月
二
三
日
（
宵
宮
）
・

二
四
日
は
、
地
蔵
さ
ま
の
縁
日

で
す
。
縁
結
び
・
子
授
け
・
安

産
に
御
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
木
ノ
宮
地
蔵
尊
。
当
日
は
、

普
段
静
か
な
境
内
も
、
祈
願
や

お
礼
参
り
の
参
詣
者
で
賑
わ
い

ま
す
。
露
店
も
多
く
立
ち
並
ぶ

昔
な
が
ら
の
縁
日
の
様
子
を
楽

し
み
な
が
ら
、
開
扉
さ
れ
る
本

堂
や
奥
之
院
を
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
Z
社
会
教
育
課
H
５
１
７
） 地蔵さまの縁日 準備の様子

第五回 木ノ宮地蔵奥之院石地蔵

図
書
館
の
本
棚
「
夏
の
風
物
詩
特
集
」

－「
夏
と
い
え
ば
〇
〇
」
別
置
紹
介
中
。
本
を
通
じ
て
よ
り
夏
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

－

【
一
般
書
】
『
甲
子
園

－

刻
ま
れ
た
伝
説

－

』

矢
崎
良
一 

編
・
著　

渡
辺
勘
郎 

著

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　

２
０
１
０
年
８
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
７
８
７.

７
ヤ

　

箕
島
Ｖ
Ｓ.

星
稜
の
延
長
18
回
の
攻
防
、
豪
打
池

田
高
校
の
衝
撃
、
駒
苫
Ｖ
Ｓ.

早
実
の
決
勝
再
試
合

な
ど
、
甲
子
園
で
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
名
勝
負
・
名

シ
ー
ン
を
め
ぐ
る
選
手
、
監
督
の
思
い
と
そ
の
後
の

人
生
の
軌
跡
を
綴
る
。

【
一
般
書
】
『
出
口
の
な
い
海
』

横
山
秀
夫 

著

講
談
社　

２
０
０
４
年
８
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
９
１
３
ヨ
コ

　

甲
子
園
の
優
勝
投
手
並
木
は
、
腕
の
故
障
を
克
服

す
べ
く
、
再
起
を
図
っ
て
い
た
。
し
か
し
時
代
は
彼

を
戦
場
へ
、
そ
し
て
特
攻
兵
器
「
回
天
」
へ
と
追
い

込
む
。
戦
場
に
散
っ
た
、
変
わ
ら
な
い
青
春
の
か
た

ち
を
描
く
。

【
一
般
書
】
『
花
火

－

火
の
芸
術

－

（
岩
波
新
書
）
』

小
勝
郷
右 

著

岩
波
書
店　

１
９
８
３
年
７
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｓ
５
７
５
オ

　

代
々
続
い
た
花
火
師
の
家
に
生
ま
れ
、
世
界
47
カ

国
で
花
火
を
打
ち
上
げ
て
き
た
著
者
は
、
花
火
の
歴

史
を
概
観
し
た
あ
と
、
製
造
法
や
打
ち
上
げ
の
実
際

を
紹
介
し
、
世
界
各
地
の
花
火
の
お
国
ぶ
り
に
も
ふ

れ
、
花
火
師
の
心
意
気
を
伝
え
る
。

【
児
童
書
】
『
素
数
ゼ
ミ
の
謎
』

吉
村
仁 

著　

石
森
愛
彦 

絵

文
藝
春
秋　

２
０
０
５
年
７
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
４
８
６
ヨ
シ

　

13
年
あ
る
い
は
17
年
お
き
に
何
億
匹
も
大
量
発
生

す
る
、
ア
メ
リ
カ
の
不
思
議
な
セ
ミ
。
17
・
13
と
い

う
「
素
数
」
に
隠
さ
れ
た
謎
と
は
。
日
本
人
科
学
者

が
初
め
て
解
い
た
、
奇
妙
な
奇
妙
な
「
素
数
ゼ
ミ
」

の
秘
密
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
科
学
読
み

物
。

★夏休み科学工作教室

10：00～12：00　小学１・２年生　35名

　内容：手
て づ く

作り聴
ちょうしんき

診器でいのちの音
おと

をきこう

13：30～15：30　小学３～６年生　35名

　内容：鏡
かがみ

の実
じっけん

験と万
まんげきょう

華鏡

講師　坂
さかうち

内登
と み こ

美子（子どもの科学の本研究会）

申込み先　中央図書館。電話不可。

☆夏のおはなし会
－ちょっとこわい話など－（昔語りと紙芝居）

10：00～10：40　５歳～２年生　40人

　内容：親
お や こ

子で楽
たの

しめるお話

11：00～12：00　３年生～おとな　40人

　内容：聞
き

きごたえのあるお話

申込み先　中央図書館。電話可。

▲昨年の科学工作教室の様子

〈申込制〉

〈申込制〉

8月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 9/1 9/2 9/3

〈中央図書館〉
★夏

なつやす

休み科
かがくこうさくきょうしつ

学工作教室　〈申
もうしこみせい

込制〉

　　８月25日

☆夏のおはなし会
かい

　〈申込制〉

̶ちょっとこわい話
はなし

など̶（昔
むかしかた

語りと紙
かみしばい

芝居）

　　８月28日

※上
じょうき

記イベントは申
もう

し込
こ

みが必
ひつよう

要です。

　詳
くわ

しくは右下をご覧
らん

ください。

ぐりぐらタイム

（絵
えほん

本・紙
かみしばい

芝居・手
てあそ

遊び・本の紹
しょうかい

介）

第１・３金曜日

　11：00～11：15　６ヶ月～１歳
さい

　（保
ほごしゃどうはん

護者同伴）

　11：20～11：40　２・３歳～　 （保
ほごしゃどうはん

護者同伴）

第２・４火曜日　16：00～16：30　３歳～小学生

としょかん・くらぶ

　第４土曜日・会員制

　　10：10～11：00　１・２年生35名

　　11：10～12：00  ３～６年生50名

※本の読み聞かせとブックトークで本に

　親しみます。

○ブックスタート
　（４か月児健診の時、保健センターにて）
◎ブックスタートプラス
　（２歳児歯科健診の後、中央図書館にて）

〈竹間沢分館〉
ぐりぐらタイム

（絵
えほん

本・紙
かみしばい

芝居・手
てあそ

遊び・本の紹
しょうかい

介）
　第４火曜日

11：00～ 11：30　６か月～３歳

（保護者同伴）

◆スイミ－おはなし会
　 （絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

　第４木曜日　16：00～16：30  ４歳～小学生

【地域文庫のお知らせ】

（児童書の貸出、お話会など。）

つくし文庫‥８月13日、10：00～12：00

　　　場所／上富１区第１集会所にて

あらた文庫‥毎週火曜日　15：30～18：00

　　　場所／荒田自宅にて

（藤久保536－4　三芳東中学校近く）

休

休

休 分館休

★ ◆

夏休みも図書館で！

11 10

分館休

分館休

休

休



☆ 休

◎

○

奥之院の石地蔵

自転車運転免許証を
持っています！

自転車運転免許にむけて練習中

ペーパーテスト対策


